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次回のお知らせ

問い合わせ先 浅間南麓こもろ医療センター
がん化学療法看護認定看護師 山口美香
緩和ケア認定看護師 土屋好美
医療ソーシャルワーカー

猿橋澄子・神津章人・井筒葵

がんサロンたんぽぽとは…

◆２か月に１度、がんについて学習会や、
交流会を行います。
◆患者、家族、友人どなたでも、参加可能
です。
◆匿名でご参加いただけます。

偶数月第3火曜日13時30分～15時

会場：２階 保健予防課
（ドックラウンジ）

[参加される皆様へ]
✓サロンで聞いた話はサロンの外では秘密。
✓宗教や健康食品の勧誘や政治活動は禁止。

あなたの大切に
したいことはー？

６月のがんサロンでは、在宅診療科
看護師で“もしばなマイスター”の佐
藤が講師となり、“もしばなゲーム”
を体験しました。もしばなゲームとは、
人生の最期に大事にしたいことについ
て考えるためのゲームです。
人生の最期の段階をテーマとした様々
な価値観の書かれたカードが配られ、
その中から自分が大事にしたことは何
か？と問いかけながら取捨選択してい
きます。

日時：2026年８月18日（火）
13時30分～15時

内容 ハンドトリートメント
でリラックス

講師：hands  for  you
（小諸市ボランティアセン
ター登録団体）

参加者の声

参加者は悩みながらもじっくりとカー
ドを選び、普段はなかなか話しにくい
価値観や死生観などについてお話され、
参加者同士耳を傾けました。
最後に手元に残した最も大切にした

いカード（価値観）の中身を実現する
ために、今から何ができるのか、考え
るきっかけとなりました。

のこされた家族も
困らないように、
今から自分が亡く
なった後にできる
ことはやっておき
たい etc・・
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